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日
本
人
地
主
の
土
地
集
積
過
程
と
群
山
農
事
組
合

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
一
九
〇
四
年
五
月
、
全
羅
北
道
群
山
に
設
立
さ
れ

た
群
山
農
事
組
合
の
設
立
過
程
と
活
動
内
容
、
そ
し
て
そ
の
解
散

過
程
の
検
討
を
通
じ
て
、
「
韓
国
併
合
」
以
前
に
お
け
る
日
本
人

地
主
の
土
地
集
積
過
程
の
一
特
徴
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
。

　
日
本
政
府
は
、
周
知
の
通
り
、
日
露
開
戦
を
契
機
に
日
韓
議
定

書
（
一
九
〇
四
年
二
月
）
、
第
一
次
日
韓
協
約
（
一
九
〇
四
年
八

月
）
、
第
二
次
日
韓
協
約
（
一
九
〇
五
年
一
一
月
）
を
次
々
と
朝

鮮
政
府
に
強
要
し
、
朝
鮮
の
軍
事
的
・
政
治
的
な
支
配
を
い
っ
そ

う
強
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
朝
鮮
支
配
の
実
際
の
担
当
者
と
も
い

う
べ
き
日
本
人
商
人
・
地
主
ら
は
、
各
開
港
場
や
居
留
地
を
拠
点

に
内
陸
深
く
へ
と
浸
透
し
、
商
業
活
動
か
ら
土
地
集
積
に
い
た
る

李

圭
　
　
　
沫

ま
で
事
実
上
の
植
民
地
経
営
を
遂
行
し
は
じ
め
た
。

　
と
こ
ろ
が
日
本
人
地
主
の
土
地
所
有
権
は
、
「
土
地
家
屋
証
明

規
則
」
（
一
九
〇
六
年
＝
一
月
）
と
「
土
地
家
屋
所
有
権
証
明
規

則
」
（
一
九
〇
八
年
八
月
）
の
施
行
ま
で
に
は
、
「
朝
英
修
好
通
商

条
約
」
（
一
八
八
二
年
四
月
）
の
第
四
条
に
明
記
さ
れ
た
開
港
場

一
里
（
韓
国
里
程
一
〇
里
）
以
外
の
土
地
所
有
を
禁
止
し
た
条
項

　
　
（
1
）

の
た
め
に
、
完
全
な
法
的
所
有
権
の
確
保
の
段
階
ま
で
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
ま
た
日
本
人
地
主
の
土
地
集
積
過
程
は
、
朝
鮮
社
会

内
部
の
諸
条
件
、
例
え
ば
当
時
の
地
券
で
あ
る
文
記
の
購
入
方
式

や
そ
の
登
録
手
続
に
お
い
て
の
村
落
の
仲
介
人
（
世
話
人
）
な
ど

の
存
在
に
も
大
き
く
制
約
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
人
地

主
は
植
民
地
権
力
の
庇
護
の
も
と
で
膨
大
な
土
地
を
獲
得
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
所
有
権
の
二
重
売
買
に
悩
み
、
そ
の
法
的
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確
定
過
程
に
お
い
て
も
多
く
の
障
害
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
日
本
人
地
主
は
義
兵
運
動
に
代
表
さ
れ
る
朝
鮮
人

側
の
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
買
収
妨
害
策
を
か
わ
し
、
安
定
的
－
合
理

的
な
土
地
買
収
と
農
場
経
営
を
は
か
る
た
め
、
多
く
の
地
主
（
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

業
）
団
体
を
結
成
す
る
に
い
た
る
。

　
従
来
の
植
民
地
地
主
制
の
研
究
は
、
主
と
し
て
日
本
人
地
主
に

よ
る
土
地
収
奪
の
侵
略
的
な
側
面
を
全
面
に
浮
き
彫
り
に
し
、
地

主
制
全
体
の
数
量
的
な
把
握
や
個
別
地
主
家
の
土
地
集
積
過
程
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヨ
）

よ
び
小
作
制
農
場
経
営
の
推
移
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
ま

た
、
最
近
に
は
日
本
人
地
主
に
関
す
る
分
析
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮

人
地
主
の
地
主
と
し
て
の
成
長
過
程
や
土
地
経
営
の
特
徴
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
研
究
成
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

本
稿
の
課
題
で
も
あ
る
「
韓
国
併
合
」
以
前
に
お
け
る
日
本
人
地

主
の
土
地
集
積
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
具
体
的
な
土
地
集
積

過
程
に
関
す
る
事
例
分
析
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
際
、
日
本

人
地
主
の
土
地
所
有
権
を
法
的
に
認
め
た
「
土
地
家
屋
証
明
規

則
」
と
「
土
地
家
屋
所
有
権
証
明
規
則
」
に
よ
る
土
地
売
買
手
続

　
　
　
　
（
5
）

の
変
化
過
程
、
そ
し
て
買
収
主
体
と
し
て
の
国
家
、
県
、
民
間

　
（
6
）
（
会
社
）
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
集
積
方
式
や
進
出
地
帯
（
例

え
ば
、
既
墾
地
と
未
墾
地
）
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
注
意
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。
買
収
主
体
や
進
出
地
帯
の
相
違
は
、
朝
鮮
に
進

出
し
た
日
本
人
地
主
の
土
地
集
積
の
方
式
お
よ
び
買
収
後
の
農
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

経
営
の
方
針
に
も
大
き
く
影
響
す
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
本
人
地
主
の
土
地
集
積
過
程
と
農
場
経
営
の
全
体
的

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
各
開
港
場

や
居
留
地
を
中
心
に
土
地
集
積
を
行
っ
た
個
別
地
主
の
動
き
は
も

ち
ろ
ん
、
群
山
農
事
組
合
の
よ
う
な
地
主
団
体
の
特
徴
に
つ
い
て

も
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
群
山
農
事
組
合
は
、
開
港
場
群
山
を
拠
点
に
肥
沃
な
穀
倉
地
帯

に
土
地
所
有
権
や
抵
当
権
な
ど
を
獲
得
し
て
い
ウ
た
日
本
人
地
主

の
土
地
集
積
方
式
の
一
特
徴
を
克
明
に
現
わ
し
て
い
る
。
群
山
地

域
は
日
本
人
巨
大
地
主
の
密
集
地
帯
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
進
出
し
た
日
本
人
地
主
は
効
果
的
な
土
地
集
積
の
た

め
、
群
山
農
事
組
合
と
い
う
地
主
団
体
を
設
立
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
同
組
合
は
、
設
立
当
初
か
ら
土
地
所
有
権
の
法
的
確

保
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
た
が
、
前
記
の
二
つ

の
法
律
の
施
行
、
さ
ら
に
「
韓
国
併
合
」
に
よ
る
完
全
な
植
民
地

支
配
体
制
の
整
備
と
「
土
地
調
査
事
業
」
（
以
下
、
「
事
業
」
と
略

す
】
の
実
施
に
伴
い
、
土
地
所
有
権
に
対
す
る
法
的
安
全
装
置
が

整
え
ら
れ
る
と
、
次
第
に
農
場
経
営
上
の
情
報
交
換
や
地
域
レ
ベ
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ル
で
の
小
作
争
議
へ
の
共
同
対
応
を
図
ろ
う
と
し
た
。
群
山
農
事

組
合
の
設
立
と
活
動
は
、
「
韓
国
併
合
」
前
後
に
お
け
る
日
本
人

地
主
の
土
地
集
積
過
程
と
小
作
制
農
場
経
営
の
推
移
を
よ
く
示
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
　
設
立

　
（
1
）
　
背
景

　
こ
こ
で
は
、
ま
ず
群
山
農
事
組
合
の
設
立
背
景
を
当
時
の
土
地

買
収
状
況
と
実
際
の
売
買
憤
行
に
関
連
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
群
山
地
域
の
日
本
人
地
主
の
土
地
投
資
を
奨
励
し
た
各
種
の
宣

伝
出
版
物
の
な
か
に
は
、
土
地
買
収
の
際
に
留
意
す
べ
き
事
項
に

つ
い
て
、
「
最
も
心
懸
く
べ
き
は
経
営
の
根
拠
地
を
定
め
他
の
先

進
経
営
者
と
衝
突
紛
雑
を
来
さ
ビ
る
地
区
内
に
あ
り
て
急
か
ず
怠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ら
ず
着
々
と
し
て
買
収
の
地
歩
を
拡
張
す
る
に
有
り
」
と
し
、
何

よ
り
も
日
露
戦
争
以
前
に
朝
鮮
へ
進
出
し
た
地
主
と
の
衝
突
を
回

避
す
る
範
囲
で
の
土
地
集
積
を
勧
誘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際

に
は
日
露
開
戦
を
契
機
と
し
た
異
常
な
土
地
購
入
熱
の
高
揚
の

（
9
）

た
め
、
日
本
人
地
主
の
間
の
頻
繁
な
衝
突
や
二
重
売
買
に
よ
る
混

沌
状
態
が
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
当
時
の
日
本
人
地
主
の
土
地
集
積
は
、
抵
当
（
高
利
貸
）
を
中

心
と
し
た
収
穫
予
買
や
使
用
権
を
買
収
す
る
と
い
う
方
法
で
広
範

に
行
わ
れ
た
が
、
抵
当
以
外
に
も
現
金
購
入
に
よ
る
朝
鮮
人
名
義

の
借
用
や
土
地
使
用
権
の
獲
得
、
そ
し
て
当
時
の
貨
幣
で
あ
る
白

銅
貨
の
偽
造
や
人
参
の
盗
取
・
密
売
、
さ
ら
に
穀
物
取
引
の
際
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

不
当
量
定
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
が
用
い
ら
れ
た
。
土
地
集
積
の

時
期
は
、
「
従
来
ヨ
リ
邦
人
ノ
購
入
セ
シ
期
間
ハ
種
々
ア
リ
テ
一

定
セ
ズ
甚
シ
キ
ハ
稲
作
刈
取
ノ
十
日
余
日
以
前
二
於
テ
其
土
地
ヲ

売
却
シ
収
穫
物
ノ
ニ
分
ノ
一
ハ
当
然
小
作
料
ト
シ
テ
地
主
二
提
供

ス
ル
カ
如
ク
其
他
金
銭
二
窮
ス
レ
パ
時
ヲ
選
バ
ズ
土
地
ヲ
売
ル
状

　
（
1
1
）

況
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
定
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
開
港
以
後
の
商
晶
貨
幣
経
済
の
伸
展
と
い
う
新
し
い
変
動

の
中
で
、
一
部
の
朝
鮮
人
ハ
土
地
所
有
者
は
、
生
産
物
租
税
の
貨

幣
租
税
へ
の
転
化
、
家
内
手
工
業
の
破
壊
に
よ
る
生
活
必
修
晶
の

購
入
、
営
農
資
金
の
増
大
な
ど
に
よ
る
貨
幣
需
要
の
拡
大
に
伴
い
、

当
面
の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
日
本
人
の
高
利
貸
事
業
に
依
存
せ

ざ
る
を
え
な
か
づ
た
。
そ
れ
を
利
用
し
た
日
本
人
の
強
引
な
土
地

集
積
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
さ
て
、
日
本
人
地
主
の
土
地
集
積
は
当
時
の
土
地
売
買
憤
行
に

基
本
的
に
制
約
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
土
地
の
種
類
と
し
て
は
、

大
き
く
耕
地
、
休
耕
地
、
荒
蕪
地
、
芦
田
、
塩
田
、
林
地
、
沼
地

2
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（
”
）

な
ど
に
分
類
さ
れ
て
い
た
が
、
既
墾
地
（
起
耕
地
）
の
場
合
に
は

従
来
か
ら
所
有
者
が
保
持
し
て
い
る
文
記
を
購
入
し
、
そ
の
事
実

を
新
た
に
文
記
に
記
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
未
墾
地
（
未

起
耕
地
）
の
場
合
に
は
自
家
の
開
墾
に
よ
っ
て
そ
の
権
利
が
保
障

さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
農
民
が
土
地
を
開
墾
し
よ
う
と
す
る
に
は
、

ま
ず
適
宜
の
荒
蕪
地
を
選
定
し
た
う
え
、
村
内
に
多
少
の
酒
肴
料

を
出
し
洞
長
（
村
見
）
の
承
諾
を
得
て
開
墾
に
着
手
し
、
開
墾
二

年
目
に
は
郡
衙
に
届
出
で
収
税
反
別
を
定
め
る
と
と
も
に
、
類
抄

（
郡
衙
備
付
の
土
地
収
税
台
帳
）
に
登
録
し
て
納
税
を
済
ま
し
た
。

そ
し
て
開
墾
者
は
そ
の
領
収
書
を
洞
長
に
示
し
、
村
に
備
え
付
け

ら
れ
て
い
る
中
抄
（
地
税
取
次
台
帳
）
に
記
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
は
じ
め
て
土
地
所
有
権
が
確
定
さ
れ
る
。
当
時
の
土
地
所
有

権
の
標
識
は
、
既
墾
地
の
場
合
は
文
記
、
未
墾
地
の
場
合
は
類
抄

と
中
抄
に
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
年
々
の
納
税
書
の
み
で
あ

（
1
3
）

っ
た
。

　
こ
う
し
た
土
地
に
関
す
る
慣
行
の
た
め
に
、
耕
地
の
売
買
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
“
）

は
、
ま
ず
地
券
で
あ
る
（
旧
）
文
記
と
納
税
書
、
そ
し
て
洞
長
、

知
事
人
（
世
話
係
）
、
時
尊
位
（
年
寄
頭
）
な
ど
の
村
吏
お
よ
び

文
記
の
執
筆
者
が
保
障
連
印
し
た
新
文
記
（
新
売
渡
証
）
を
購
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
但
し
、
開
墾
や
文
記
の
紛
失
に

よ
っ
て
（
旧
）
文
記
が
な
い
場
合
に
は
、
新
た
に
そ
の
始
末
を
記

し
た
新
文
記
と
納
税
書
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
所
有
権
の
認
定
手
続
は
、
ま
ず
納
税
期
に
新
旧
所
有
者
が

郡
庁
の
都
捧
所
（
収
税
所
）
に
出
頭
し
て
契
約
事
項
を
口
頭
で
申

出
で
、
類
抄
記
録
の
所
有
者
名
義
の
書
換
を
請
い
、
新
所
有
者
の

名
義
で
納
税
を
行
っ
た
あ
と
、
新
所
有
者
は
そ
の
納
税
書
を
洞
長

に
提
出
し
て
中
抄
の
名
義
書
換
を
改
め
て
為
す
こ
と
に
よ
づ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

土
地
所
有
権
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
土
地
集
積
方
式
は
、
日
本
人
が
直
接
に
土
地
売
買
の
交

渉
に
乗
り
出
し
た
の
で
は
な
く
、
独
占
的
な
買
手
と
し
て
村
落
の

代
理
者
を
呼
び
つ
け
て
、
一
方
的
な
主
導
の
下
で
行
わ
れ
た
。
つ

ま
り
、
「
本
邦
人
ヨ
リ
進
ン
デ
購
入
ノ
交
渉
ヲ
ナ
ス
ニ
ア
ラ
ズ
本

邦
人
ニ
シ
テ
土
地
ヲ
購
入
ス
ル
ノ
意
志
ア
ル
モ
示
ス
ト
キ
ハ
村
落

ノ
代
理
者
ハ
耕
地
ヲ
売
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ヲ
代
表
シ
小
ハ
何
十
斗

落
ヨ
リ
大
ハ
何
千
斗
落
ヲ
売
渡
サ
ン
ガ
為
ニ
ニ
三
里
若
ク
ハ
五
六

里
ノ
遠
方
ヨ
リ
邦
人
所
在
地
二
来
リ
買
入
人
ヲ
求
ム
ル
ナ
リ
本
邦

人
ヨ
リ
目
カ
ラ
進
ン
デ
此
地
ヲ
求
メ
タ
キ
故
二
譲
渡
セ
ヨ
ト
云
フ

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ガ
如
キ
方
法
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
村
落
の
代

理
者
が
、
「
耕
地
ヲ
売
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ヲ
代
表
」
し
て
日
本
人

と
の
間
の
土
地
売
買
交
渉
を
行
い
、
そ
の
文
記
の
手
渡
過
程
で
頻
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繁
な
二
重
売
買
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
二
重
売
買
の
原
因
に
つ
い
て
、
当
時
の

日
本
人
地
主
側
の
資
料
は
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
韓
人
の
本
邦
人
を
見
る
や
何
れ
の
日
本
人
も
農
事
経
営
者
の
如

く
観
察
せ
り
、
而
し
て
彼
等
の
土
地
を
売
却
し
若
し
く
は
抵
当
せ

ん
と
す
る
や
、
そ
の
態
度
は
恰
も
魚
類
、
野
菜
の
類
を
売
り
歩
き

若
し
く
は
薪
炭
の
類
の
売
り
歩
き
と
同
様
に
し
て
、
文
記
目
録
を

携
え
此
処
彼
処
と
本
邦
人
の
間
を
俳
個
し
少
し
に
て
も
割
方
の
善

き
対
手
を
発
見
せ
ん
と
し
て
百
方
に
奔
走
し
て
殆
ど
労
苦
を
厭
ふ

事
な
し
、
さ
ら
ぱ
本
邦
人
の
居
留
地
に
移
住
す
る
や
そ
の
土
地
買

収
者
た
る
事
を
標
棲
し
又
農
事
経
営
者
た
る
こ
と
を
広
告
せ
ざ
る

に
先
に
だ
ち
土
地
を
売
却
せ
ん
と
し
、
若
し
く
は
土
地
を
抵
当
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

為
さ
ん
と
す
る
韓
人
早
く
も
其
門
前
に
市
を
為
し
て
来
る
べ
し
」

と
し
、
朝
鮮
人
の
土
地
所
有
意
識
の
欠
乏
や
前
近
代
的
な
土
地
売

買
憤
行
に
そ
の
原
因
を
求
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
主
張
に
は
朝
鮮
人
側
の
積
極
的
な
対
応
の
姿
が

読
み
取
れ
る
。
事
実
上
の
国
権
喪
失
と
い
う
植
民
地
化
過
程
の
な

か
で
、
朝
鮮
農
民
は
、
全
国
的
な
範
囲
で
義
兵
を
組
織
し
て
日
本

人
農
場
を
襲
撃
す
る
な
ど
多
様
な
対
抗
策
を
探
っ
て
い
た
が
、
そ

の
な
か
で
、
従
来
の
土
地
売
買
憤
行
を
利
用
し
な
が
ら
、
自
分
の

土
地
を
高
く
、
さ
ら
に
複
数
の
日
本
人
に
売
り
出
す
と
い
う
発
想

が
流
れ
た
の
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
朝
鮮
農
民
は
日
本
人
地
主
の

土
地
買
収
に
対
し
て
、
「
倭
奴
は
三
百
幾
十
年
の
昔
、
朝
鮮
に
攻

め
て
来
て
最
初
は
勝
つ
た
が
、
終
ひ
に
は
敗
け
て
本
国
に
引
揚
げ

て
了
ま
つ
た
。
今
度
も
最
初
は
勝
つ
が
終
ひ
に
は
敗
け
て
引
揚
げ

て
了
ま
ふ
に
違
ひ
な
い
、
さ
う
な
る
と
如
何
に
買
つ
た
も
の
で
も

ま
さ
か
土
地
を
持
つ
て
帰
る
訳
に
ゆ
か
ず
、
そ
の
僅
に
放
つ
て
ゆ

く
に
極
つ
て
居
る
か
ら
そ
の
時
は
取
戻
せ
る
で
な
い
か
。
今
売
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

て
金
を
取
つ
て
置
く
丈
け
が
得
だ
」
と
し
、
大
規
模
の
土
地
を
転

売
し
て
お
り
、
そ
の
過
程
の
な
か
で
文
記
の
偽
造
な
ど
が
頻
繁
に

行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
重
売
買
と
い
う
混
沌

現
象
は
日
本
人
地
主
の
過
剰
投
機
熱
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ

強
引
な
土
地
集
積
過
程
か
ら
生
じ
た
緒
果
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
群
山
地
域
の
日
本
人
地
主
は
「
団
体
を
組
織
し
相
互

の
紛
擾
を
未
発
に
防
ぎ
以
て
此
重
要
な
る
経
営
の
根
拠
を
確
実
に

し
相
提
携
し
て
斯
業
前
途
の
改
善
拡
張
を
計
る
の
必
要
を
生
じ
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

方
法
と
し
て
農
事
組
合
を
組
織
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

日
本
人
地
主
の
間
の
土
地
所
有
権
の
調
整
機
関
と
し
て
群
山
農
事

組
合
を
組
織
す
る
に
い
た
る
。
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（
2
）
　
組
織

　
組
合
の
発
起
人
は
、
日
露
戦
争
以
前
か
ら
群
山
地
域
を
拠
点
に

商
業
活
動
や
土
地
集
積
を
行
っ
た
宮
崎
佳
太
郎
、
小
山
光
利
、
中

西
譲
一
、
原
田
松
茂
、
熊
本
利
平
、
嶋
谷
八
十
八
で
あ
っ
た
。
第

一
回
創
立
総
会
は
、
一
九
〇
四
年
四
月
一
四
日
、
民
会
事
務
所
で

開
催
さ
れ
た
が
、
総
数
一
九
名
が
参
加
し
、
「
規
約
」
起
草
委
員

と
し
て
中
西
、
小
宮
、
宮
崎
を
選
出
し
た
。
そ
し
て
、
同
二
九
日

の
第
二
回
創
立
総
会
で
は
「
規
約
」
と
「
細
則
」
を
満
場
一
致
で

可
決
し
た
。
「
規
則
」
に
よ
る
と
、
組
合
の
設
立
目
的
は
、
「
農
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

ノ
改
善
振
興
ヲ
図
リ
組
合
員
ノ
利
益
ヲ
増
進
ス
ル
」
こ
と
に
あ
る

と
し
て
い
る
が
、
最
大
の
目
的
は
、
「
大
体
に
於
て
農
事
の
改
善

振
興
を
計
る
に
あ
り
と
雄
も
、
現
今
常
務
と
し
て
実
行
し
つ
㌧
あ

る
と
こ
ろ
の
も
の
は
組
合
員
が
各
目
に
買
収
せ
る
地
所
を
そ
の
保

管
せ
る
台
帳
に
登
録
す
る
に
あ
り
、
即
ち
組
合
員
の
所
有
地
登
記

所
に
し
て
相
互
の
衝
突
を
避
け
彼
我
の
紛
雑
を
避
く
る
の
効
果
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

極
め
て
多
大
な
る
も
の
あ
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
二
重
売
買

を
避
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
ま
ず
組
合
は
「
規
則
」
の
な
か
に
「
組
合
員
ノ
従

事
ス
ル
農
事
調
査
統
計
ヲ
為
シ
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
事
項
ハ
之
レ
ヲ

　
　
　
　
　
（
”
）

組
合
員
二
通
報
ス
」
、
「
組
合
員
所
有
若
ク
ハ
抵
当
ノ
土
地
台
帳
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

備
へ
台
帳
登
録
ヲ
以
テ
其
所
有
権
若
ク
ハ
抵
当
権
ノ
確
保
ト
ス
」
、

「
土
地
台
帳
ハ
登
録
及
登
録
取
消
ノ
都
度
理
事
庁
二
届
出
ル
モ
ノ

（
別
）

ト
ス
」
、
「
組
合
員
ニ
シ
テ
台
帳
登
録
ノ
土
地
ヲ
侵
害
セ
レ
タ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

キ
ハ
本
組
合
二
於
テ
其
権
利
ヲ
擁
護
ス
」
と
い
う
項
目
を
そ
れ
ぞ

れ
設
け
、
土
地
登
録
業
務
を
開
始
し
た
。
つ
ま
り
、
組
合
は
土
地

台
帳
へ
の
登
録
と
理
事
庁
に
届
け
出
る
こ
と
を
通
じ
て
組
合
員
の

土
地
所
有
権
を
公
的
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
買
収
し
た
土
地
の

里
名
、
字
号
、
面
積
、
四
標
、
売
主
の
氏
名
な
ど
を
調
査
・
登
録

し
て
組
合
員
に
閲
覧
さ
せ
る
方
法
で
、
二
重
売
買
の
弊
害
を
防
ぐ

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
組
合
員
の
登
録
事
項
に
つ
い
て
、
「
細
則
」
に
は
、
「
本

組
合
員
ハ
其
所
有
若
ク
ハ
抵
当
権
ヲ
有
ス
ル
土
地
ヲ
組
合
土
地
台

帳
へ
登
録
ノ
為
メ
一
枚
若
ク
ハ
一
点
毎
二
左
ノ
各
項
ヲ
詳
記
シ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
那
）

ル
通
知
書
ヲ
組
合
事
務
所
二
差
出
ス
ベ
シ
」
と
し
、
そ
の
通
知
書

に
は
、
土
地
種
別
（
水
田
、
畑
、
陳
田
、
芦
田
、
荒
地
、
沼
沢
、

溜
地
、
山
地
、
宅
地
、
家
屋
、
塩
田
の
区
別
）
、
斗
落
数
、
結
税

額
、
所
在
地
（
土
地
所
在
の
郡
、
面
、
洞
、
里
、
坪
、
各
号
字
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

び
居
住
地
名
）
、
旧
所
有
主
の
住
所
姓
名
を
記
入
し
た
。

　
組
合
員
の
資
格
は
、
「
群
山
理
事
庁
管
轄
内
二
於
テ
農
業
二
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

用
ス
ベ
キ
土
地
ヲ
所
有
ス
ル
日
本
人
二
限
ル
」
と
さ
れ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
が
組
合
員
は
、
後
述
の
土
地
登
録
面
積
や
進
出
地
帯
に
よ

る
と
（
表
－
参
照
）
、
肥
沃
な
既
墾
地
帯
（
田
・
沓
）
に
多
く
土

地
集
積
を
行
っ
た
、
い
わ
ぱ
既
墾
地
型
地
主
を
中
心
に
、
未
墾
地

帯
（
陳
田
・
芦
田
・
荒
地
）
の
開
墾
や
干
拓
事
業
を
農
場
経
営
の

方
針
と
し
た
、
い
わ
ぱ
未
墾
地
型
地
主
を
含
め
て
構
成
さ
れ
た
と

　
　
　
（
㎎
）

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
の
ち
に
群
山
農
事
組
合
は
既
墾
地
型

地
主
が
主
導
し
た
既
墾
地
で
の
晶
種
や
施
肥
の
改
良
試
験
を
目
的

と
し
た
水
原
農
事
試
験
場
支
所
の
開
設
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
水
利

灌
概
施
設
の
早
期
調
査
を
主
張
し
た
未
墾
地
型
地
主
が
強
く
反
発

　
　
（
3
0
）

す
る
な
ど
、
組
合
内
部
に
は
相
互
の
意
見
衝
突
も
生
じ
る
よ
う
に

な
る
。
し
か
し
設
立
段
階
で
の
両
類
型
の
地
主
は
、
す
で
に
確
保

し
た
土
地
所
有
権
や
抵
当
権
な
ど
に
関
す
る
法
的
所
有
を
最
優
先

視
し
た
た
め
、
組
合
創
立
に
向
け
て
の
共
通
の
利
害
を
も
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
日
本
人
地
主
は
何
よ
り
も
朝

鮮
人
側
の
反
日
行
動
や
二
重
売
買
を
防
が
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
組
合
組
織
と
し
て
は
、
組
合
長
一
名
、
幹
事
二
名
、
評
議
員
一

二
名
を
お
き
、
そ
の
任
期
は
一
年
（
重
任
可
）
で
あ
づ
た
。
議
決

機
関
と
し
て
は
組
合
総
会
、
評
議
員
会
が
設
け
ら
れ
た
が
、
評
議

員
会
は
「
組
合
員
ノ
争
議
及
ビ
其
他
常
務
二
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
事

　
　
　
　
（
釧
）

項
ヲ
評
定
議
決
」
し
、
組
合
員
の
「
権
利
擁
護
ノ
請
求
ア
リ
タ
ル

ト
キ
評
議
員
会
二
於
テ
直
二
委
員
ヲ
選
ビ
調
査
ノ
上
適
宜
ノ
処
置

　
　
　
　
　
（
覗
）

ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
」
と
い
う
機
能
を
は
た
し
た
。
組
合
長
、
評
議

員
は
総
会
で
選
出
し
、
幹
事
は
評
議
員
の
な
か
か
ら
互
選
し
た
。

組
合
長
は
組
合
を
代
表
し
、
幹
事
は
組
合
長
の
補
佐
役
を
勤
め
た
。

さ
ら
に
組
合
に
は
名
誉
顧
問
帝
度
も
設
け
ら
れ
た
が
、
主
と
し
て

農
事
専
門
家
が
任
命
さ
れ
た
。

　
設
立
当
初
の
役
員
は
、
組
合
長
が
中
西
譲
一
、
評
議
員
が
嶋
谷

八
十
八
、
原
田
良
八
、
小
山
光
利
、
原
田
松
茂
、
熊
本
利
平
、
宮

崎
佳
太
郎
、
笠
井
建
太
郎
（
幹
事
は
笠
井
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

一
九
〇
五
年
三
月
の
役
員
改
選
の
結
果
、
組
合
長
は
宮
崎
佳
太
郎
、

評
議
員
は
中
西
譲
一
、
嶋
谷
八
十
八
、
凍
田
良
八
、
小
山
光
利
、

原
田
松
茂
、
熊
本
利
平
、
宮
崎
佳
太
郎
、
笠
井
建
太
郎
、
佐
藤
政

次
郎
（
幹
事
は
佐
藤
）
を
選
出
し
た
。
ま
た
、
一
九
〇
六
年
三
月

の
総
会
で
は
、
組
合
長
が
佐
藤
政
次
郎
、
評
議
員
が
宮
崎
佳
太
郎
、

嶋
谷
八
十
八
、
田
辺
浩
、
笠
井
建
太
郎
、
熊
本
利
平
、
野
尻
安
、

今
井
譲
次
郎
（
幹
事
は
佐
藤
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
た
。
組
合
の

役
員
は
、
設
立
発
起
人
が
ほ
と
ん
ど
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
組
合
の
財
政
は
毎
期
の
分
担
金
と
し
て
運
用
さ
れ
た
が
、

各
地
目
別
分
担
金
は
、
水
田
（
沓
）
・
畑
（
田
）
は
一
厘
五
毛

366



（81）　日本人地主の土地集積過程と群山農事組合

（
一
斗
落
当
り
）
、
陳
田
・
芦
田
・
荒
地
は
一
厘
（
一
〇
斗
落
当

り
）
、
山
地
は
一
銭
（
一
筆
当
り
）
、
家
屋
は
二
厘
五
毛
（
一
間
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
）

り
）
、
塩
田
は
二
厘
（
一
庫
当
り
）
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
韓
国
併
合
」
以
前
に
朝
鮮
に
進
出
し
た
日

本
人
地
主
は
、
相
互
の
二
重
売
買
に
よ
る
損
書
を
事
前
に
防
ぎ
、

法
的
対
応
と
買
収
地
の
合
理
的
な
管
理
の
た
め
に
、
群
山
農
事
組

合
と
い
う
利
益
団
体
を
組
織
し
た
。
日
本
人
地
主
の
土
地
集
積
過

程
は
、
国
家
・
県
・
個
人
（
会
社
）
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
進
出
主

体
に
よ
っ
て
多
様
な
形
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
で
、

群
山
農
事
組
合
は
個
人
レ
ベ
ル
の
地
主
が
買
収
対
象
地
を
集
団
的

に
調
整
し
、
買
収
後
の
登
録
業
務
も
遂
行
し
た
、
い
わ
ば
土
地
登

記
所
の
役
割
を
演
じ
た
。
今
後
、
日
本
人
地
主
の
土
地
集
積
過
程

を
追
究
し
て
い
く
際
、
わ
れ
わ
れ
は
群
山
農
事
組
合
の
よ
う
な
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
眺
）

主
団
体
の
役
割
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

＝
一
活
動
1
『
群
山
農
事
月
報
』

の
検
討
を
通
じ
て

　
群
山
農
事
組
合
は
、
一
九
〇
四
年
八
月
、
ま
ず
設
立
と
同
時
に

「
群
山
地
方
に
於
け
る
農
事
の
発
展
に
伴
ひ
農
事
組
合
の
事
業
も

漸
次
其
緒
に
就
か
ん
と
す
る
の
場
合
に
際
し
葱
に
月
報
を
発
行
し

て
我
が
組
合
の
間
に
於
け
る
重
要
な
る
出
来
事
及
組
合
員
の
経
営

に
係
る
農
場
の
作
況
等
を
報
告
し
て
農
事
改
善
の
一
助
と
な
さ
ん

　
（
舶
）

と
欲
す
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
で
、
『
群
山
農
事
月
報
』
を
発
行

す
る
。
以
下
で
は
、
『
月
報
』
の
検
討
を
通
じ
て
同
組
合
の
具
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

的
な
活
動
内
容
を
把
握
し
よ
う
。

　
（
1
）
　
土
地
登
録
業
務

　
組
合
は
、
ま
ず
土
地
集
積
過
程
の
な
か
で
続
出
し
た
朝
鮮
人
と

の
衝
突
に
危
険
性
を
強
く
感
じ
、
そ
の
対
応
策
を
官
憲
側
に
要
求

す
る
。
一
九
〇
四
年
一
一
月
二
五
日
、
組
合
は
「
群
山
地
方
農
事

の
発
展
に
倖
ひ
内
地
在
住
本
邦
農
業
者
の
数
漸
く
多
き
を
加
ふ
る

に
至
り
た
る
が
之
れ
と
同
時
に
右
等
の
内
地
在
住
者
が
韓
人
の
迫

害
を
蒙
り
生
命
財
産
の
上
に
種
々
の
危
険
を
感
ず
る
の
出
来
事

頻
々
と
し
て
各
地
に
続
発
し
其
影
響
せ
る
処
頗
る
甚
大
な
る
も
の

（
帥
）

あ
り
」
と
い
う
趣
旨
の
「
内
地
在
住
本
邦
農
業
者
保
護
の
件
」
を

日
本
政
府
と
公
使
に
提
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
地
に
は
憲
兵
や

警
察
駐
在
所
が
開
設
さ
れ
、
組
合
は
土
地
買
収
の
た
め
の
武
力
的

な
安
全
装
置
を
獲
得
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
群
山
地
域
に
進
出
し
た
日
本
人
地
主
は
利
益
団
体

と
し
て
群
山
農
事
組
合
を
設
立
し
た
が
、
一
九
〇
五
年
四
月
、
江

景
地
域
に
も
同
様
な
性
格
の
江
景
土
地
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
こ

76．
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こ
で
、
両
組
合
は
管
轄
区
域
が
互
い
に
重
な
づ
て
い
た
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
管
轄
区
域
や
登
録
事
務
の
移
管
を
は
か
り
、
連
合
組
織

と
し
て
群
山
土
地
連
合
組
合
を
組
織
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
江
景
土
地
組
合
の
設
立
に
対
し
て
、
ま
ず
組
合
は
、
四
月
一
九

日
、
評
議
員
会
を
開
き
、
「
其
登
録
区
域
は
我
群
山
農
事
組
合
の

登
録
地
区
と
同
じ
く
群
山
領
事
分
館
の
管
轄
地
を
包
括
せ
る
も
の

に
し
て
同
一
の
区
域
内
に
於
て
二
個
の
土
地
登
録
所
を
生
じ
た
る

こ
と
㌧
な
り
た
り
従
ふ
て
将
来
種
々
の
紛
議
を
生
ず
べ
き
原
因
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

な
る
べ
き
恐
あ
り
て
其
影
響
せ
る
所
勘
少
な
ら
ず
」
と
し
、
同
組

合
の
認
可
取
消
を
領
事
分
館
に
要
求
し
た
。
し
か
し
、
横
田
分
館

主
任
は
両
団
体
の
連
合
を
主
張
し
、
双
方
代
表
者
の
協
議
会
を
開

く
よ
う
指
導
し
た
。
そ
こ
で
、
五
月
二
二
日
、
江
景
土
地
組
合
の

松
永
、
藤
崎
、
浅
野
、
群
山
農
事
組
合
の
宮
崎
、
中
西
、
小
山
、

佐
藤
、
嶋
谷
、
熊
本
は
、
「
両
組
合
の
問
に
登
録
地
区
を
区
画
し

互
い
に
侵
犯
せ
る
こ
と
な
か
ら
し
め
尚
両
組
合
は
連
合
規
約
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

に
協
同
し
て
共
通
の
利
益
を
計
る
こ
と
」
に
合
意
し
、
翌
日
に
坂

上
（
当
時
の
江
景
土
地
組
合
長
）
も
参
加
し
て
連
合
組
合
規
約
草

案
を
作
成
し
た
。
そ
の
結
果
、
群
山
農
事
組
合
は
、
五
月
二
七
日
、

臨
時
総
会
を
開
い
て
「
群
山
土
地
連
合
組
合
設
置
の
件
」
を
満
場

一
致
で
可
決
す
る
に
い
た
る
。

　
群
山
土
地
連
合
組
合
は
、
七
月
二
六
日
、
連
合
組
合
評
議
員
会

を
開
き
、
「
群
山
土
地
連
合
組
合
規
約
並
細
則
」
を
協
定
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
o
）

と
も
に
、
多
田
分
館
主
任
を
連
合
組
合
長
と
し
て
選
出
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
群
山
農
事
組
合
は
従
来
の
「
規
則
」
と
「
細
則
」

に
改
正
を
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
代
表
者
会
で
は
、
領
事

分
館
に
「
両
組
合
に
於
て
登
録
済
と
な
れ
る
所
有
権
又
は
抵
当
権

に
関
し
将
来
疑
義
を
生
じ
領
事
分
館
に
於
て
之
を
裁
決
せ
る
の
場

合
に
際
し
て
は
予
め
其
組
合
の
意
見
を
諮
問
あ
り
た
き
様
其
筋
に

　
　
　
　
（
4
1
）

具
申
せ
る
こ
と
」
を
要
求
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
の
利
益
を
確
保

し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
組
合
の
間
に
は
登
録
地
区
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伽
）

割
作
業
が
為
さ
れ
、
登
録
事
務
の
引
継
が
行
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
、

群
山
農
事
組
合
の
代
表
的
な
地
主
の
一
人
で
あ
る
藤
井
寛
太
郎
の

所
有
地
の
一
部
（
恩
津
郡
三
四
八
斗
落
、
魯
城
郡
二
…
斗
落
、

礪
山
郡
二
孟
斗
落
、
石
城
郡
二
二
斗
落
、
公
州
郡
四
一
九
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

落
）
は
、
こ
の
際
の
分
割
に
よ
づ
て
群
山
農
事
組
合
か
ら
江
景
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岨
）

地
組
合
に
移
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
『
月
報
』
に
は
組
合
公
示
事
項
と
し
て
、
毎
月
の
組
合
へ

の
新
入
会
者
や
脱
会
者
の
推
移
、
組
合
員
の
出
身
府
県
別
調
査
表
、

登
録
地
所
一
覧
表
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は

一
部
の
売
渡
人
の
氏
名
の
確
認
も
可
能
で
あ
る
。
（
表
1
）
は
、
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（83）　日本人地主の土地集積過程と群山農事組合

（表1）群山慶事組合の土地登録面積と組合員
　　　　　　沓　　　田　陳田・芦田・荒地　山抹　家屋　　壇田　　総価格　組合員
　　　　　　斗落　　斗落　　　　　　　斗落　　筆　　閥　　　庫　　　　円　　　人

1904，5　24．644　484　　1．171　　9　0　　0　249・829　45
1904．12　83．9002．750　　3．933　　22　0　　0　653．590　73
1905．12　i11．5105．875　　4．998　　24　0　　0　940・702　99
1906．12144．78311．479　　7．178　　751．485　7991，303．552125
1907．12169．16121．434　　9．078　　1152．4361．1701，386・3仙　165
1908．12192．94025．960　11．200　　1762．6401．1701，643．135188
1909．12204．73726．157　12．293　　1762．6401．1701・763・317196
1910．8　184．73726．157　12．293　　1652．426　9491，961．608196
出典：r群山農事組合概況」r朝蝉槻察書類』（全羅北適之部ノニ）1910年10月より作成。

（表2）群山農事組合の登録地の郡別分布（1910年8月現在）

　　　　　沓
沃溝　　19，一80

臨破　40，575
益u」　　　46，641

金堤　　33，872

萬頃　　13，105

威悦　　　823
金溝　　5，601
古阜　　9，997
扶安　　5，248
泰仁　　5，317
全州　　3，308

石城　　　233
恩津　　　　　1，596

公州　　　419
林川　　　　40
魯城　　　　123

繭山　　　450
扶饒　　　　4
韓山　　　　5
鋤11　　200

　田
1．750

5．140

9．882

2．782

2．434

　508
　271
　448
　123
2．125

　625
　　0
　24
　　0
　15
　　0
　12
　　0
　　5
　14

陳田・芦田・荒地　家屋

　　3．838　　1．075
　　　717　　　　　96
　　　871　　　　102
1．130

　　0
　76
　14
　　0
　　0
　　0
　　0
　　0
1．180

　　0
　　2
　　0
　　0
　14

山林
43

36

67

　5

－2

　0

　0

　0

　2

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

出典：（表1）と同じ。

（表8）群山農事組合の出身府県別組合員数

府県名　員鐵

熊本県　33
山口県　33
広島県　　16

大阪府　14
畏崎県　14
東寡府　　10
兵庫県　　8

福岡県　　6

府県名

三重県
京都府
新潟県
和歌山県
岡山県
愛知県
鹿児島県
佐賀県

員籔
　6

　6

　5

府県名

群馬県
大分県
石川県
岐阜県
徳島県
静岡県
滋賀県
島根県

員籔
　3

　3

　3

　2

　2

　1

　1

　1

府県名

福井県
愛媛県
長野県
埼玉県
北海適
、蔚取県

福島県
合針

員鐵
　1

　I

　1　　　　　　　　　　　．
　1

　1

　1

　1

196

出奥：（表i）と同じ。
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（表4）群山農事組合の土地登録者と所有面積（1910年8月現在）

　氏名　　　　代理人
犬倉喜八郎　　　田中一煕
細川護成　　　　黒田二一
藤排寛太郎
大隅與一　　　　技吉元信
楠囲義達
真田茂吉
桝冨安左衛門
川崎藤太郎
中柴万吉

富崎佳太郎
嶋谷八十八
本山彦一　　　　熊本利平
前固垣太郎　　　大森五郎曹
児鴫大吉
藤［日俊一　　　　橘本央

大森五郎吉
熊本利平
田巾長三郎　　　熊本利平
今村一次郎
高田トミ　　　　佐藤福太郎
松永安左衛門　　熊本利平
金子圭助　　　　木村東次郎
木庭嘆也
吉田永三郎
佐分煩一郎　　　熊本利平
牛場卓蔵　　　　熊本利平
丼上工一
岩下滴周　　　　熊本利平
大池忠鋤
高久敏夫　　　　岡田滝次郎
林竜太郎　　　　熊本利平
甲斐只雄
藤本潤兵衛　　　熊本利平
片欄和三
橘本央
相川藤平　　　　岡［日滝次郎

森久商会　　　　森井亀之助
森谷元一
本松光雄
猿凡叉左衛門　　佐藤禰太郎
鈴木桝次郎　　　熊本利平
梶原貞三郎　　　森谷元一
益田安雄　　　　宮崎林六
細川清着
［日坂佐三郎

笠井建二郎
出典：（表1）と同じo

　　沓
2，404．0

　891．5

　840．0

　769．1

　474．6

　418．0

　318．3

　315．2

　285．3

　349．9

　260．2

　190．3

　209．7

　178．4

　202．3

　194．9

　156．9

　164，0

　97．4

　149．7

　144．3

　124．9

　1M．2

　107，5

　］20．0

　H4，5

　64．9

　］03．7

　100，7

　97，9

　97，4

　85，3

　84，5

　63，1

　68，6

　60，0

　68，0

　50，5

　55，6

　57，5

　55，2

　55，0

　37，0

　47，6

　47，8

　47．3

田

9，3

90，5
66，1

10，7

10，0

47，3
52，4

53，4
74．6
6，7

61，1

54，7
6，7

39．0
0．0

3，5

26．0
0，0

53．7
0．0

0．0

0．0

7，5

12．6
0．0

0，0

15．5
0．0

0．O

O．3

0．0

2．5

0，0

20．8
2．8

0．0

0，5

13．3
4．3

0．0

0，0

0，0

16．7
2．9

2．5

2．7

　計
2，413．3

　982．0

　906．1

　779．8

　484．6

　465．3

　370．7

　368．6

　359．9

　356．6

　321．3

　245．0

　216．4

　217．4

　202．3

　198．4

　182．9

　164．0

　151．1

　149．7

　144．3

　124．9

　121．7

　120．1

　120．O

　114，5

　80．4

　103．7

　100，7

　98，2

　97，4

　87，8

　84，5

　83，9

　71，4

　60，0

　68，5

　63，8

　59，9

　57，5

　55，2

　55，0

　53，7

　50，5

　50，3

　50．O
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組
合
の
土
地
登
録
面
積
と
組
合
員
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
各
地
目
別
の
所
有
面
積
が
持
続
的
に
拡
大
し
て

い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
投
資
総
額
は
、
設
立
当
時
の
二
四

九
、
八
二
九
円
か
ら
一
九
一
〇
年
八
月
現
在
に
は
一
、
九
六
一
、

六
〇
八
円
に
達
し
て
お
り
、
組
合
員
数
も
四
五
名
か
ら
一
九
六
名

に
増
加
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
（
表
2
）
は
、
組
合

員
登
録
土
地
の
各
郡
別
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
組
合
の

所
有
地
は
全
北
の
平
野
地
帯
で
あ
る
沃
溝
、
臨
肢
、
益
山
、
万
頃

を
中
心
に
忠
南
に
ま
で
拡
大
し
て
い
う
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
表
3
）
と
（
表
4
）
は
、
組
合
員
の
出
身
府
県
別
分
布
と
有

力
な
土
地
登
録
者
（
五
〇
町
歩
以
上
）
の
所
有
面
積
を
示
し
て
い

る
。
組
合
員
一
九
六
名
の
う
ち
、
そ
の
大
部
分
は
熊
本
県
、
山
口

県
、
広
島
県
、
大
阪
府
、
長
崎
県
な
ど
を
中
心
と
し
た
西
日
本
出

身
者
で
あ
り
、
東
京
府
や
そ
の
他
の
県
出
身
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
土
地
登
録
者
を
み
る
と
、
大
き
く
日
本
国
内
の
資
本
家
（
財

閥
）
や
華
族
、
在
朝
日
本
人
商
人
、
日
本
地
方
の
地
主
・
商
人
と

し
て
分
類
で
き
る
が
、
一
九
二
〇
年
代
以
後
に
作
成
さ
れ
た
全
北

地
域
の
地
主
名
簿
か
ら
確
認
で
き
る
大
地
主
が
ほ
ぽ
網
羅
さ
れ
て

（
似
）

い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
人
大
地
主
の
朝
鮮
進
出
が
す
で
に
「
韓
国

併
合
」
以
前
の
時
期
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

　
ま
た
（
表
4
）
の
な
か
に
は
、
土
地
登
録
者
の
代
理
人
と
い
う

も
の
が
存
在
し
て
い
る
が
、
代
理
人
と
は
他
の
資
本
家
の
土
地
買

収
を
代
わ
っ
て
行
っ
た
場
合
、
ま
た
は
そ
の
土
地
所
有
者
が
代
理

人
に
小
作
制
農
場
経
営
を
依
託
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
当
時
、

日
本
人
地
主
は
農
場
経
営
の
利
益
が
一
定
水
準
に
達
す
る
ま
で
、

た
と
え
ば
熊
本
利
平
の
よ
う
な
早
期
の
朝
鮮
進
出
者
や
朝
鮮
事
情

に
詳
し
い
日
本
人
地
主
に
依
託
経
営
さ
せ
た
事
例
が
多
か
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
土
地
集
積
を
行
う
た
日
本
人
地
主
の
一
特

徴
と
し
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
大
規
模
土
地
所
有
者
が
多
く
存

在
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
一
部
で
は
直
ち
に
農
場
経
営
に
着
手
す

る
の
で
は
な
く
、
収
益
の
推
移
を
確
認
す
る
た
め
に
他
の
日
本
人

地
主
に
依
託
経
営
さ
せ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
（
2
）
　
農
場
経
営

　
一
方
、
組
合
は
設
立
本
来
の
目
的
で
あ
る
買
収
地
の
登
録
業
務

の
以
外
に
、
合
理
的
な
農
場
経
営
の
た
め
の
諸
活
動
を
展
開
す
る
。

ま
ず
組
合
は
、
設
立
直
後
か
ら
小
作
制
農
場
経
営
上
の
各
種
情
報

の
交
換
の
た
め
に
農
談
会
を
定
期
的
に
開
催
し
た
が
、
講
師
と
し

て
は
農
商
務
省
技
師
安
藤
廣
太
郎
、
林
弾
作
二
（
五
月
二
八
日
）
、
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大
阪
毎
日
新
聞
社
社
長
本
山
彦
一
、
群
山
領
事
分
館
主
任
多
田

（
七
月
二
二
日
）
な
ど
が
招
か
れ
た
。

　
ま
た
組
合
は
、
一
九
〇
四
年
二
一
月
二
一
日
、
日
本
国
内
で
輸

入
税
を
増
額
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
対
し
て
、
「
輸
入
穀
物
税
案

否
決
陳
情
書
」
を
貴
衆
両
院
の
各
議
員
に
発
送
し
た
。
組
合
員
は

土
地
買
収
に
よ
る
農
場
設
置
と
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
小
作
米
の
搬

出
に
小
作
農
場
経
営
の
利
益
を
求
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
「
陳

情
書
」
の
内
容
は
、
「
第
二
十
一
帝
国
議
会
提
出
の
輸
入
穀
物
税

増
徴
案
は
在
韓
農
業
者
に
対
し
非
常
の
大
打
撃
な
る
と
同
時
に
日

韓
貿
易
の
上
に
多
大
の
障
害
を
与
ふ
る
の
み
な
ら
ず
本
邦
内
地
に

於
け
る
大
多
数
の
国
民
は
右
増
徴
の
結
果
と
し
て
巨
額
の
負
担
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
価
）

増
加
せ
る
こ
と
㌧
な
り
頗
る
失
当
の
徴
税
た
る
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
組
合
は
各
地
の
商
業
会
議
所
な
ど
に
も
同
様

の
通
知
書
を
送
っ
て
反
対
運
動
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
し
て
、
商
業

会
議
所
連
合
会
が
主
導
し
た
穀
物
輸
入
税
の
廃
止
運
動
の
際
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柵
）

そ
の
経
費
の
分
担
金
と
し
て
三
〇
円
を
支
出
し
た
。

　
さ
ら
に
組
合
は
、
所
属
組
合
員
が
耕
作
栽
培
す
る
農
産
物
の
見

本
を
組
合
事
務
所
に
収
集
・
保
存
し
、
購
買
組
合
を
組
織
し
て
農

産
物
の
種
子
、
農
具
、
肥
料
な
ど
も
共
同
購
買
す
る
な
ど
合
理
的

な
小
作
制
農
場
経
営
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
そ
し
て
『
月
報
』
に

は
、
組
合
員
の
農
場
経
営
状
態
や
そ
の
農
況
を
掲
載
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

の
報
告
様
式
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

農
場
所
在
地

温
度
（
最
高
、
最
低
、
平
均
）

晴
雨
日
数
（
晴
、
雨
）

雨
量
蒸
発
量

水
田
灌
概
水
実
況

水
田
の
除
草
（
度
数
、
時
期
）

水
田
の
施
肥
（
度
数
、
種
類
、
分
量
、
比
較
成
績
）

水
田
病
虫
害
（
種
類
、
発
生
時
期
、
駆
除
法
、
被
害
の
度
）

稲
作
の
成
績
（
前
年
比
較
、
平
年
比
較
、
稲
の
種
類
成
績
）

そ

　
こ
の
よ
う
に
組
合
は
、
土
地
登
録
事
務
以
外
に
も
農
談
会
の
開

催
や
農
業
界
の
動
向
を
伝
達
し
よ
う
と
し
た
が
、
組
合
の
活
動
は

あ
く
ま
で
も
土
地
所
有
権
の
安
定
的
な
確
保
に
最
大
の
目
的
が
置

か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
本
組
合
に
於
て
は
始
終
一
貫
し
て

登
録
事
務
を
整
頓
し
組
合
員
の
所
有
権
及
び
抵
当
権
を
確
保
せ
る

　
　
　
（
4
8
）

に
勉
め
た
る
」
と
い
う
記
述
は
、
二
重
売
買
を
事
前
に
防
い
で
土
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地
所
有
権
を
確
保
す
る
こ
と
が
組
合
の
中
心
的
な
活
動
内
容
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
土
地
所
有
権
の
獲
得
後
、
組
合
は

合
理
的
な
小
作
制
農
場
経
営
の
た
め
の
情
報
交
換
も
行
っ
た
が
、

そ
れ
よ
り
む
し
ろ
朝
鮮
人
側
の
根
強
い
抵
抗
を
根
底
か
ら
抑
圧
す

る
の
が
急
務
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
背
景
と
し
て
は
、

組
合
員
の
所
有
地
が
肥
沃
な
既
墾
地
を
中
心
と
し
た
も
の
が
多
か

っ
た
関
係
上
、
大
都
分
の
組
合
員
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
収
穫

物
の
増
産
策
を
奨
励
す
る
よ
り
、
小
作
人
か
ら
確
実
な
小
作
米
を

徴
収
す
る
方
針
に
向
か
ウ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
こ
う
し
た
組
合
の
方
針
は
、
韓
国
農
業
と
農
法
に
対
す
る
認
識

の
転
換
か
ら
も
窺
え
ら
れ
る
。
日
本
人
地
主
は
日
本
農
業
の
優
れ

た
農
法
を
朝
鮮
に
導
入
し
て
朝
鮮
農
業
を
発
達
さ
せ
よ
う
と
し
た

と
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
熊
本
利
平
は
肥
料
施
肥

問
題
と
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
寄
稿
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
従
来
我
々
邦
人
の
多
く
は
韓
人
の
農
業
と
云
へ
ぱ
徹
頭
徹
尾
拙

劣
な
る
も
の
と
し
全
然
之
れ
を
排
し
て
根
底
よ
り
日
本
流
に
改
め

ざ
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
㌧
如
く
見
傲
し
居
り
し
も
近
来
に
及
ぴ
漸

次
韓
国
の
農
事
に
通
ず
る
に
従
ひ
韓
人
必
ず
し
も
農
法
に
迂
な
ら

ざ
る
を
発
見
す
る
に
至
れ
り
現
に
昨
年
及
び
今
年
の
成
績
に
就
て

見
る
も
概
し
て
本
邦
農
夫
の
耕
せ
る
米
田
は
却
て
韓
人
の
も
の
に

見
劣
れ
り
今
後
多
年
我
が
農
夫
が
研
究
怠
ら
ず
実
験
を
積
む
後
は

知
ら
ず
目
今
の
所
に
て
は
其
手
腕
到
底
韓
人
農
夫
に
若
か
ず
と
断

言
す
る
も
決
し
て
過
言
に
非
ら
ず
と
信
ず
弦
に
於
て
か
吾
人
は
以

来
等
閑
に
附
し
さ
る
韓
人
の
農
法
を
漸
く
真
面
目
に
研
究
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

必
要
を
感
ず
る
も
の
な
り
」
と
い
う
記
述
は
、
既
存
の
朝
鮮
農
業

へ
の
無
知
や
偏
見
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
、
日
本
人
地
主
の
土

地
集
積
過
程
と
移
民
事
業
の
失
敗
に
よ
る
小
作
制
農
場
経
営
へ
の

転
換
と
い
う
構
図
を
考
え
る
際
、
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
組
合
は
、
登
録
事
務
を
促
進
す
る
と
同
時
に
、
小
作
制

農
場
経
営
を
積
極
的
に
奨
励
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
人
と
朝

鮮
人
農
家
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、
「
本
邦
農
夫
の
成
績
が
韓
人

に
比
し
て
寧
ろ
劣
等
な
る
こ
と
を
告
白
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
…
…
本

邦
農
夫
は
此
自
然
の
現
象
を
解
せ
ず
韓
国
の
農
事
を
以
て
一
概
に

幼
稚
な
る
も
の
と
誤
解
し
無
暗
に
故
国
の
園
芸
的
農
法
を
実
行
せ

ん
と
す
る
の
傾
あ
り
…
…
除
草
に
於
て
本
邦
農
夫
は
全
く
無
能
な

り
本
邦
流
の
除
草
は
韓
国
の
如
き
雑
草
の
蔓
延
甚
だ
し
き
水
田
に

於
て
は
殆
ん
ど
何
等
の
効
能
な
し
要
す
る
に
本
邦
農
夫
は
今
後
数

年
間
の
習
熟
を
積
む
に
あ
ら
ざ
れ
ば
彼
等
が
希
望
す
る
如
き
成
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

を
認
む
る
こ
と
難
か
る
べ
し
」
と
い
う
佐
藤
政
次
郎
の
「
告
白
」

は
、
日
本
人
地
主
が
い
わ
ゆ
る
「
善
良
な
日
本
人
」
の
導
入
に
よ
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る
自
作
経
営
も
目
指
し
た
が
、
結
局
は
、
朝
鮮
人
小
作
農
に
よ
る

小
作
制
農
場
経
営
へ
と
方
向
を
転
換
し
つ
つ
あ
っ
た
そ
の
間
の
事

情
を
よ
く
現
わ
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
組
合
は
利
益
第
一
主
義
に

基
づ
・
い
て
強
引
な
小
作
米
徴
収
を
契
機
に
発
生
し
う
る
小
作
争
議

に
共
同
対
応
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
小
作
争
議
対
策

　
組
合
の
主
な
活
動
が
土
地
登
録
業
務
か
ら
合
理
的
な
小
作
制
農

場
経
営
の
た
め
の
情
報
伝
達
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
つ

れ
、
『
月
報
』
に
は
土
地
登
録
事
項
に
関
す
る
記
事
だ
け
で
な
く
、

次
第
に
土
地
買
収
後
の
農
場
経
営
や
区
域
内
の
小
作
人
対
策
に
関

す
る
記
事
が
多
く
な
っ
て
い
く
。
例
え
ぱ
、
一
九
〇
五
年
一
〇
月
、

楠
田
農
場
で
小
作
料
率
の
算
定
を
め
ぐ
る
地
主
と
小
作
人
と
の
衝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
刷
）

突
に
つ
い
て
、
『
月
報
』
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
去
十
月
十
三
日
組
合
員
楠
田
義
達
氏
は
臨
肢
郡
蝶
山
里
な
る

同
氏
農
場
に
出
張
し
一
応
巡
察
の
上
翌
十
四
日
小
作
人
と
本
年

度
の
小
作
米
に
就
て
協
議
す
る
処
あ
り
し
が
小
作
人
は
最
初
よ

り
多
勢
押
寄
せ
来
り
種
々
口
実
を
設
け
不
当
の
強
請
を
為
し
て

止
ま
ず
之
に
対
し
て
同
氏
は
大
に
説
諭
に
努
め
た
れ
ど
も
肯
ん

ぜ
ざ
る
の
み
か
其
翌
日
に
至
り
て
は
小
作
人
等
却
て
勢
力
を
張

り
鐘
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
人
を
集
め
終
に
は
数
百
人
集
団
し
多

数
を
頼
で
不
穏
の
状
況
を
示
せ
る
の
み
な
ら
ず
同
氏
の
家
屋
に

侵
入
し
罵
言
乱
暴
に
及
び
さ
る
旨
報
告
あ
り
さ
る
を
以
て
本
組

合
に
於
て
は
同
月
十
八
日
臨
時
評
議
員
会
を
開
き
席
上
楠
田
氏

の
口
頭
陳
述
を
聞
き
種
々
協
議
の
末
当
局
者
の
応
急
処
断
を
促

す
こ
と
に
決
し
評
議
員
一
同
領
事
分
館
に
出
頭
し
て
種
々
事
情

を
具
陳
し
た
る
が
当
局
に
於
て
も
右
不
穏
の
情
報
に
接
し
韓
国

警
察
署
と
交
渉
の
上
本
邦
警
官
五
名
韓
国
巡
査
総
出
に
て
同
日

直
に
同
所
に
出
張
関
係
せ
る
頭
民
以
下
二
三
の
重
立
つ
者
を
捕

縛
し
て
帰
署
し
た
り

　
小
作
争
議
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、
資
料
の
関
係
上
、
主
と

し
て
三
・
一
運
動
以
後
の
三
南
地
方
を
中
心
に
拡
大
し
た
争
議
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朋
）

分
析
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
こ
の
時
期
に
も
小
作

争
議
が
活
発
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
楠
田
農
場
の
事

例
は
、
「
韓
国
併
合
」
以
前
に
お
い
て
の
小
作
争
議
の
展
開
様
相
、

そ
し
て
組
合
の
評
議
員
会
や
官
憲
側
の
対
応
策
な
ど
を
よ
く
示
す

資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
組
合
は
組
合
区
域
内
で
の
小
作
争
議
に
対
し
て
共
同
対
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応
し
た
が
、
一
九
〇
六
年
二
月
、
中
西
農
場
で
の
小
作
人
に
よ
る

農
場
事
務
員
の
暴
行
行
動
に
つ
い
て
も
、
小
作
人
の
取
締
を
要
求

す
る
請
願
書
を
提
出
し
た
。
少
し
長
く
な
る
が
、
評
議
員
会
が
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舶
）

山
理
事
庁
に
提
出
し
た
請
願
書
の
全
文
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
拝
啓
去
一
月
二
十
三
日
本
組
合
中
西
譲
一
農
事
事
務
所
出
張

員
湯
上
吉
太
郎
木
村
改
市
二
名
に
対
し
沃
溝
郡
元
政
里
小
作
人

等
の
加
へ
た
る
暴
行
事
件
の
願
末
に
就
て
は
其
詳
細
は
既
に
御

承
知
済
の
事
と
相
信
じ
候
に
付
葱
に
省
略
仕
候
得
共
元
来
同
事

件
の
如
く
全
村
数
十
名
の
小
作
人
協
同
し
て
賭
租
を
怠
納
せ
る

の
み
な
ら
ず
剰
へ
地
主
の
代
表
者
た
る
出
張
員
に
対
し
て
種
々

の
脅
迫
暴
動
を
厚
へ
木
村
は
幸
に
し
て
九
死
の
中
に
一
生
を
得

た
る
も
湯
上
の
如
き
は
重
傷
を
負
ひ
て
半
死
半
生
の
姿
と
な
り

其
創
傷
今
日
に
至
る
も
平
癒
せ
ざ
る
の
現
況
に
あ
り
て
其
事
態

甚
だ
軽
か
ら
ず
其
暴
動
連
累
者
等
に
対
し
て
は
迅
速
に
厳
重
な

る
処
分
を
断
行
し
直
に
善
後
の
方
法
を
実
行
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ

る
は
云
ふ
迄
も
無
之
事
に
て
若
し
其
処
分
を
緩
怠
す
る
に
於
て

は
群
山
方
面
農
事
発
展
の
趨
勢
に
不
良
の
影
響
を
及
ぼ
し
其
関

係
す
る
と
こ
ろ
勘
少
な
か
ら
ざ
る
と
在
候
就
て
は
至
急
御
調
査

の
上
右
暴
行
者
に
対
し
適
当
の
処
分
を
加
へ
将
来
を
戒
め
当
方

面
農
事
の
発
展
に
障
害
を
与
へ
ざ
る
様
御
取
計
相
願
度
右
本
組

合
評
議
員
会
の
決
議
に
依
り
奉
請
願
候
也

　
明
治
三
十
九
年
二
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
群
山
農
事
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
幹
　
事
　
佐
藤
政
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
評
議
員
　
小
山
光
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
島
谷
八
十
八

　
　
在
群
山

　
　
　
副
理
事
官
鈴
木
榮
作
殿

　
以
上
の
楠
田
農
場
と
中
西
農
場
の
事
例
は
、
群
山
農
事
組
合
が

設
立
直
後
の
土
地
登
記
所
的
な
役
割
か
ら
次
第
に
小
作
制
農
場
経

営
の
た
め
の
情
報
交
換
、
と
り
わ
け
小
作
争
議
に
共
同
対
応
し
よ

う
と
す
る
も
の
へ
性
格
が
変
更
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
統
監
府
が
「
土
地
家
屋
証
明
規
則
」
と
「
土
地
家

屋
所
有
権
証
明
規
則
」
を
韓
国
政
府
に
強
要
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

組
合
設
立
当
初
の
最
大
の
不
安
定
要
素
で
あ
る
土
地
所
有
権
の
法

的
保
障
問
題
が
一
応
「
解
決
」
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し

て
そ
の
背
後
に
は
、
日
本
人
地
主
が
め
ざ
し
た
自
作
経
営
（
ま
た

は
移
民
入
植
）
に
よ
る
「
朝
鮮
農
業
の
日
本
化
」
が
、
前
述
し
た
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よ
う
な
農
耕
地
の
地
質
、
農
法
、
気
候
な
ど
の
相
違
の
た
め
に
失

敗
し
、
さ
ら
に
農
場
経
営
の
方
針
が
朝
鮮
人
農
家
の
使
役
に
よ
る

小
作
制
農
場
経
営
に
変
わ
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
こ
か
ら
発
生
し
う

る
小
作
争
議
に
対
す
る
集
団
取
締
と
い
う
方
向
に
転
換
し
て
い
っ

た
と
い
え
よ
う
。

四
　
お
わ
り
に
ー
解
散
を
め
ぐ
っ
て

　
以
上
、
群
山
農
事
組
合
の
設
立
過
程
と
そ
の
活
動
を
概
略
的
に

検
討
し
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
の
日
本
人
地
主
の
土
地
集
積
過
程

の
特
徴
と
の
関
連
で
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
日
露
戦
争
前
後
の
日
本
の
朝
鮮
侵
略
は
、
強
力
な
軍
事
力
を
背

景
に
政
治
、
軍
事
、
社
会
経
済
、
文
化
な
ど
の
諸
方
面
に
わ
た
っ

て
周
密
に
行
わ
れ
た
。
統
監
府
は
、
全
国
的
な
範
囲
で
昂
揚
し
た

義
兵
運
動
を
徹
底
的
に
弾
圧
し
、
従
来
の
権
力
機
構
を
統
監
府
権

力
の
下
に
従
属
さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
的
に
は
貨
幣
整
理

事
業
や
駅
屯
土
調
査
事
業
な
ど
の
実
施
を
通
じ
て
朝
鮮
経
済
構
造

を
再
編
成
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
朝
鮮
経
済
の
再

編
成
過
程
は
、
「
新
た
な
領
土
」
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
で
高
率
の
利
益

を
上
げ
よ
う
と
し
た
日
本
人
商
人
・
地
主
階
層
の
急
速
な
朝
鮮
進

出
に
あ
い
ま
っ
て
、
い
っ
そ
う
加
遠
化
さ
れ
る
。
日
本
人
地
主
の

土
地
集
積
過
程
は
、
国
家
、
県
、
民
間
な
ど
の
多
様
な
進
出
主
体

に
よ
っ
て
、
ま
た
既
墾
地
帯
や
未
墾
地
帯
を
対
象
と
し
て
、
し
か

も
強
引
な
売
買
手
続
き
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
と
集
約
で
き
る
が
、

・
そ
の
な
か
で
、
群
山
農
事
組
合
は
既
墾
地
型
地
主
が
当
時
の
土
地

集
積
過
程
で
多
く
発
生
し
た
二
重
売
買
を
組
織
的
に
防
止
し
、
土

地
所
有
権
・
抵
当
権
な
ど
を
法
的
に
確
保
し
よ
う
と
い
う
目
的
で

組
織
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
組
合
は
、
二
重
売
買
を
阻
止
す
る
た
め
、
組
合
員
の
投
資
力
を

土
地
購
入
以
前
に
申
告
。
さ
せ
、
そ
れ
に
応
じ
て
土
地
買
収
の
勢
力

範
囲
を
決
定
し
、
ま
た
買
収
対
象
地
の
地
目
、
斗
落
数
、
結
税
額
、

土
地
所
在
地
、
売
主
の
氏
名
な
ど
を
調
査
・
登
録
し
て
組
合
員
に

閲
覧
さ
せ
た
。
し
か
し
組
合
の
活
動
は
、
土
地
所
有
権
制
限
の
撤

廃
を
契
機
に
初
期
の
土
地
登
記
所
的
な
役
割
か
ら
次
第
に
買
収
後

の
小
作
制
農
場
経
営
の
た
め
の
相
互
情
報
交
換
や
小
作
争
議
に
共

同
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
へ
変
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
段
階
で

は
、
当
初
の
設
立
目
的
で
あ
っ
た
土
地
所
有
権
の
法
的
確
認
問
題

は
、
「
土
地
家
屋
証
明
規
則
」
と
「
土
地
家
屋
所
有
権
証
明
規
則
」

の
公
布
に
よ
づ
て
保
障
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
相
互
の
衡

突
原
因
と
し
て
の
土
地
集
積
範
囲
の
調
整
作
業
も
ほ
ぼ
終
わ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
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一
方
、
組
合
は
「
韓
国
併
合
」
に
よ
る
武
断
統
治
体
制
の
確
立

と
「
事
業
」
の
施
行
に
よ
っ
て
そ
の
本
来
の
存
在
意
義
が
徐
々
に

消
失
し
、
結
局
解
散
に
む
か
っ
て
い
く
。
組
合
の
解
散
そ
の
も
の

に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
が
、
土
地
登
録
面
積
が
一
九
一
〇

年
八
月
末
ま
で
集
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く

「
韓
国
併
合
」
前
後
の
時
期
ま
で
は
存
続
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
解
散
後
は
、
「
事
業
」
の
実
施
に
よ
る
土
地
所
有
権
の
最

終
的
な
法
的
確
認
過
程
を
経
な
が
ら
、
農
会
組
織
に
編
入
さ
れ
て

い
く
と
推
測
さ
れ
る
。
多
数
の
組
合
員
は
、
以
後
も
朝
鮮
農
業
界

の
重
鎮
と
し
て
多
方
面
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
て
お
り
、
ま
た
多
く

の
メ
ン
バ
ー
が
韓
国
中
央
農
会
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考

慮
す
る
と
、
組
合
は
次
第
に
農
会
に
吸
収
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

　
な
お
、
「
事
業
」
の
目
的
は
日
本
人
地
主
の
土
地
所
有
権
の
み

な
ら
ず
、
一
部
の
朝
鮮
人
地
主
の
そ
れ
も
確
認
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
植
民
地
支
配
権
力
の
同
伴
者
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
よ

う
と
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
農
会
に
は
朝
鮮
人
地
主
も
新
た
な

組
織
の
構
成
員
と
し
て
加
え
て
い
く
。
日
本
人
地
主
は
地
域
レ
ベ

ル
に
お
け
る
合
理
的
な
小
作
制
農
場
経
営
の
た
め
に
、
「
事
業
」

の
の
ち
、
朝
鮮
人
地
主
を
同
一
団
体
に
包
摂
し
、
小
作
争
議
な
ど

の
小
作
人
側
の
抵
抗
に
組
織
的
に
対
処
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
で

あ
る
。
群
山
農
事
組
合
の
設
立
か
ら
解
散
ま
で
の
活
動
は
、
「
韓

国
併
合
」
前
後
に
お
け
る
日
本
人
地
主
の
土
地
集
積
過
程
と
小
作

制
農
場
経
営
の
推
移
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
1
）
　
同
条
約
第
四
条
に
は
、
「
英
国
人
租
界
以
外
二
於
テ
土
地
家
屋

　
ヲ
賃
借
若
ク
ハ
購
買
ス
ル
ニ
ハ
租
界
ヲ
離
ル
コ
ト
韓
国
里
程
十
里
ヲ

　
適
ユ
ル
ヲ
得
ズ
」
と
規
定
さ
れ
た
。

（
2
）
　
各
理
事
庁
管
内
の
農
業
お
よ
び
農
業
関
係
の
会
社
、
組
合
（
一

　
九
〇
六
年
七
月
現
在
）
は
、
統
監
府
農
商
工
部
農
林
課
『
韓
国
二
於

　
ケ
ル
農
業
ノ
経
営
』
一
九
〇
六
年
、
八
九
壬
九
一
頁
を
参
考
。

（
3
）
　
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
浅
田
喬
二
『
日
本
帝
国
主
義
と
植

　
民
地
地
主
制
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
八
年
な
ど
を
参
照
。

（
4
）
　
例
え
ぱ
、
張
矢
遠
『
日
帝
下
大
地
主
の
存
在
形
態
に
関
す
る
研

　
究
』
ソ
ウ
ル
大
学
大
学
院
博
士
論
文
、
一
九
八
九
年
、
金
容
饗
『
韓

　
国
近
現
代
農
業
史
研
究
－
韓
末
・
日
帝
下
の
地
主
制
と
農
業
問
題
』

　
一
潮
閣
、
一
九
九
二
年
な
ど
を
参
照
。

（
5
）
　
従
来
の
研
究
で
は
、
日
本
人
地
主
の
土
地
所
有
権
を
認
め
た
法

　
律
的
根
拠
と
し
て
、
「
土
地
家
屋
証
明
規
則
」
と
「
土
地
家
屋
所
有

　
権
証
明
規
則
」
の
施
行
を
共
通
肘
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ

　
っ
て
具
体
的
に
土
地
売
買
契
約
や
所
有
権
確
認
の
手
続
が
何
如
に
変

　
化
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は

　
い
え
な
い
。
同
法
律
の
制
定
経
過
や
実
施
後
の
変
化
な
ど
に
関
し
て

　
は
、
一
九
一
〇
年
代
に
実
施
さ
れ
た
「
土
地
調
査
事
業
」
と
の
関
連

　
で
別
稿
で
改
め
て
論
じ
た
い
。
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（
6
）
　
三
つ
の
進
出
形
態
に
つ
い
て
は
、
木
村
健
二
「
近
代
日
本
の
地

　
方
経
済
と
朝
鮮
－
一
八
六
九
｛
一
九
一
〇
年
に
お
け
る
」
（
「
朝
鮮
問

　
題
」
学
習
・
研
究
シ
リ
ー
ズ
第
二
四
号
）
「
朝
鮮
問
題
」
懇
談
会
、

　
一
九
八
三
年
を
参
照
。

（
7
）
　
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
一
九
二
〇
年
代
後
半
期
、
『
不

　
二
西
鮮
農
場
』
地
域
の
朝
鮮
農
民
運
動
に
つ
い
て
」
『
朝
鮮
民
族
運

　
動
史
研
究
』
第
九
号
、
一
九
九
三
年
九
月
お
よ
び
拙
稿
「
植
民
地
期

　
朝
鮮
に
お
け
る
集
団
農
業
移
民
の
展
開
過
程
－
不
二
農
村
を
中
心

　
に
」
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
第
三
三
集
、
一
九
九
五
年
一
〇
月

　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）
　
三
輸
規
『
竃
之
群
山
』
　
一
九
〇
七
年
、
群
山
新
報
社
、
二
二
九

　
頁
。
（
9
）
例
え
ば
、
一
九
〇
九
年
六
月
現
在
、
三
〇
町
歩
以
上
の
日
本
人

　
地
主
二
二
五
名
の
各
年
度
別
土
地
集
積
の
時
期
は
、
一
九
〇
三
年
以

　
前
二
二
名
、
一
九
〇
四
年
二
七
名
、
一
九
〇
五
年
二
五
名
、
一
九
〇

　
六
年
三
四
名
、
一
九
〇
七
年
二
三
名
、
一
九
〇
八
年
二
一
名
、
一
九

　
〇
九
年
一
名
で
あ
っ
た
（
統
監
府
『
第
三
次
統
監
府
統
計
年
報
』
一

　
九
〇
六
年
、
二
四
七
壬
二
五
六
頁
）
。
　
　
。

（
1
0
）
　
こ
う
し
た
土
地
集
積
の
方
法
に
つ
い
て
、
神
戸
正
雄
は
次
の
よ

　
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
朝
鮮
二
於
テ
銅
万
ノ
富
ヲ
成
セ

　
ル
者
ノ
履
歴
ヲ
聞
ク
ニ
、
市
街
地
ノ
買
収
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
比
較
的
穏
当

　
ナ
ル
手
段
ヲ
取
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
其
地
ハ
高
利
貸
、
白
銅
貨
偽
造
、
人

　
参
盗
取
及
密
売
、
穀
物
ノ
量
目
詐
偽
等
ニ
ヨ
リ
テ
産
ヲ
興
セ
ル
者
ト

　
ス
」
（
神
戸
正
雄
『
朝
鮮
農
業
移
民
論
』
一
九
一
〇
年
、
三
〇
頁
）
。

（
1
1
）
加
藤
末
郎
『
韓
国
農
業
論
』
一
九
〇
四
年
、
二
五
一
頁
。

（
1
2
）
　
こ
の
ほ
か
に
も
土
地
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て
は
、
起
耕
地
、
基

　
地
、
森
林
原
野
、
道
路
堤
防
其
他
の
公
有
地
、
未
起
耕
地
と
し
て
分

　
類
さ
れ
て
お
り
、
所
有
権
の
帰
属
主
体
に
よ
っ
て
は
、
民
有
地
、
国

　
有
地
、
宮
内
有
地
、
公
有
地
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
た
（
不
動
産
法

　
調
査
会
『
韓
国
二
於
ケ
ル
土
地
二
関
ス
ル
権
利
一
班
』
一
九
〇
七
年
、

　
一
一
－
一
六
頁
参
照
）
。

（
岨
）
葛
生
修
亮
「
韓
南
土
地
買
入
上
之
注
意
」
『
朝
鮮
之
実
業
』
第

　
二
一
号
、
一
九
〇
六
年
六
月
、
四
八
頁
。

（
1
4
）
　
旧
文
記
の
旧
と
は
、
同
地
所
売
買
の
際
に
作
ら
れ
た
売
渡
証
あ

　
る
い
は
一
時
的
に
所
有
権
上
の
紛
議
訴
訟
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
の
一

　
件
書
類
を
い
う
。

（
1
5
）
葛
生
修
亮
「
韓
南
土
地
買
入
上
之
注
意
」
『
朝
鮮
之
実
業
』
第

　
二
一
号
、
一
九
〇
六
年
六
月
、
四
八
－
五
一
頁
参
照
。

（
1
6
）
　
前
掲
『
韓
国
農
業
論
』
、
二
四
九
－
二
五
〇
頁
。

（
1
7
）
　
前
掲
『
富
之
群
山
』
、
二
二
八
－
二
二
九
頁
。

（
1
8
）
　
藤
井
寛
太
郎
「
渡
鮮
よ
り
農
場
経
営
着
手
ま
で
」
『
藤
井
寛
太

　
郎
自
叙
伝
』
。

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

「
群
山
農
事
組
合
の
起
原
」
『
月
報
』
第
一
号
、

「
規
則
」
第
三
条
。

前
掲
『
富
之
群
山
』
、

「
規
則
」
第
一
〇
条
。

「
規
則
」
第
一
一
条
。

「
規
則
」
第
＝
秦
。

「
規
則
」
第
二
二
条
。

「
細
則
」
第
一
条
。

二
二
九
壬
一
四
〇
頁
。

一
頁
。
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（
2
7
）
　
通
知
書
の
写
本
は
、
日
本
農
商
務
省
編
『
韓
国
土
地
農
産
調
査

報
告
－
京
畿
道
・
忠
清
道
・
江
原
道
」
一
九
〇
五
年
、
七
三
八
頁
を

　
参
照
。

（
鵬
）
　
「
規
約
」
第
四
条
。
な
お
、
当
時
の
群
山
理
事
庁
の
管
轄
区
域

　
は
、
行
政
区
域
分
割
以
前
の
全
羅
道
北
部
一
帯
と
忠
清
道
南
部
一
帯

　
で
あ
っ
た
の
で
、
群
山
農
事
組
合
の
組
合
員
は
全
北
全
州
、
南
原
、

古
阜
、
金
堤
、
泰
仁
、
益
山
、
臨
肢
、
金
溝
、
威
悦
、
扶
安
、
茂
朱
、

　
淳
昌
、
任
実
、
鎮
安
、
万
頃
、
沃
溝
、
井
邑
、
龍
潭
、
雲
峰
、
長
水
、

求
穫
、
忠
南
藍
浦
、
庇
仁
、
野
川
、
韓
山
、
裸
寧
の
地
圭
が
対
象
と

　
な
っ
た
。

（
2
9
∀
両
類
型
の
土
地
集
積
過
程
と
農
場
経
営
構
造
の
相
違
、
そ
し
て

　
朝
鮮
農
民
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
は
、
取
り
あ
え
ず
拙
稿
『
近
代
朝

　
鮮
に
お
け
る
植
民
地
地
主
制
と
農
民
運
動
』
一
橋
大
学
大
学
院
社
会

　
学
研
究
科
博
士
学
位
論
文
、
一
九
九
四
年
九
月
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
0
）
　
組
合
は
、
一
九
〇
五
年
八
月
、
中
西
譲
一
（
組
合
長
）
を
中
心

　
に
当
地
へ
の
水
原
農
事
試
験
場
支
所
の
開
設
を
統
監
府
に
請
願
す
る

　
こ
と
を
決
議
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
藤
井
寛
太
郎
の

　
よ
う
な
未
墾
地
型
地
主
の
組
合
員
は
「
水
原
の
農
事
実
験
場
支
所
を

　
群
山
に
開
設
せ
ん
と
す
る
請
願
は
、
誠
に
結
構
な
る
計
画
に
は
相
違

　
な
し
、
而
し
農
事
実
験
場
の
如
き
は
言
は
“
箱
底
式
の
小
仕
事
に
し

　
て
、
自
家
経
営
の
農
場
に
於
て
各
自
の
努
力
に
待
つ
も
事
は
足
れ
り
、

　
何
ぞ
仰
々
し
く
組
合
総
会
の
決
議
を
侯
ん
哉
、
惟
ふ
に
我
が
国
策
の

　
大
宗
た
る
食
糧
問
題
の
途
を
講
ず
る
よ
り
急
な
る
は
な
し
、
而
し
て

　
此
の
水
利
事
業
は
凡
百
の
事
業
中
に
在
て
、
障
道
の
因
縁
を
有
す
る

　
難
業
と
す
る
所
に
し
て
、
学
識
経
験
二
方
面
の
繭
蓄
あ
る
専
門
家
を

労
せ
ざ
る
可
ら
ず
、
故
に
此
際
水
利
灌
概
の
基
本
調
査
を
托
す
べ
き

技
師
の
派
遣
を
請
願
す
る
を
以
て
第
一
義
に
置
か
ざ
る
を
得
ず
」
と

　
し
、
中
西
に
反
論
を
提
起
し
た
。
こ
う
し
た
両
類
型
の
衝
突
は
、
既

墾
地
帯
と
未
墾
地
帯
と
い
う
土
地
集
積
地
帯
の
相
違
と
、
そ
れ
に
多

　
く
制
約
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
農
場
経
営
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
る

　
と
考
え
ら
れ
る
（
保
高
正
記
『
郡
山
開
港
史
』
一
九
二
五
年
、
二

九
；
一
二
〇
頁
参
照
）
。

（
3
1
）
　
「
規
約
」
第
八
条
。

（
3
2
）
　
「
細
則
」
第
六
条
。

（
舶
）
　
「
細
則
」
第
八
条
。
な
お
、
一
九
〇
六
年
度
か
ら
水
田
、
畑
の

分
担
金
は
二
厘
に
増
額
さ
れ
る
。

（
3
4
）
　
地
域
レ
ベ
ル
で
買
収
対
象
地
の
調
整
を
行
っ
た
農
業
団
体
と
し

　
て
は
、
群
山
農
事
組
合
の
ほ
か
に
も
全
南
木
浦
の
木
浦
興
農
協
会
な

　
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
協
会
は
、
一
九
〇
二
年
、
「
農
事
経
営
者
の

統
一
を
図
る
事
、
不
動
産
所
有
権
又
は
抵
当
権
の
証
明
申
請
に
関
し

申
請
者
に
便
宜
を
与
ふ
る
事
、
農
事
経
営
者
に
便
宜
を
与
ふ
る
事
、

　
農
事
に
関
す
る
紛
議
を
仲
裁
す
る
事
」
な
ど
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

　
れ
、
一
九
〇
八
年
に
は
全
南
農
会
と
改
称
さ
れ
る
（
木
浦
誌
編
纂
会

　
『
木
浦
誌
』
一
九
一
四
年
、
一
八
一
∫
一
八
七
頁
参
照
）
。

（
3
5
）
　
「
本
組
合
創
立
以
来
の
成
績
」
『
月
報
』
第
一
号
、
一
頁
。

（
3
6
）
　
こ
こ
で
検
討
す
る
『
月
報
』
は
、
第
一
号
（
一
九
〇
五
年
八

月
）
、
第
三
号
（
同
年
一
二
月
）
、
第
五
号
（
一
九
〇
六
年
四
月
）
で

　
あ
る
。

（
3
7
）
　
「
内
地
在
住
者
保
護
の
請
願
」
『
月
報
』
第
一
号
、
二
貢
。

（
3
8
）
　
「
対
江
景
土
地
組
合
問
題
」
『
月
報
』
第
一
号
、
三
頁
。
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（
3
9
）
　
同
右
。

（
4
0
）
　
一
九
〇
七
年
に
は
群
山
土
地
連
合
組
合
の
組
合
長
の
改
選
が
行

　
わ
れ
た
が
、
組
合
長
は
天
野
喜
之
助
、
評
議
員
は
佐
藤
政
次
郎
、
田

　
辺
浩
、
坂
上
貞
信
、
松
永
定
次
郎
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
富
之
群
山
』
、

　
二
五
〇
壬
二
五
一
頁
）
。

（
4
1
）
　
「
連
合
組
合
評
議
員
会
」
『
月
報
』
第
一
号
、
四
頁
。

（
4
2
）
分
割
後
の
両
組
合
の
登
録
区
域
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
群

　
山
農
事
組
合
は
、
全
州
、
南
原
、
古
阜
、
金
堤
、
泰
仁
、
益
山
、
臨

　
肢
、
金
溝
、
威
悦
、
扶
安
、
茂
朱
、
淳
昌
、
任
実
、
鎮
安
、
万
頃
、

　
沃
溝
、
井
邑
、
龍
潭
、
雲
峰
、
長
水
、
求
穫
（
以
上
全
北
）
、
保
寧
、

　
藍
浦
、
庇
仁
、
箭
川
、
韓
山
（
以
上
忠
南
）
の
各
郡
内
で
あ
り
、
江

　
景
土
地
組
合
は
礪
山
、
珍
山
、
龍
安
、
高
山
（
以
上
全
北
）
、
林
川
、

　
鴻
山
、
定
山
、
公
州
、
扶
鉄
、
石
城
、
恩
津
、
魯
城
、
連
山
（
以
上

忠
南
）
の
各
郡
内
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
韓
国
土
地
農
産
調
査
報
告
－

　
京
畿
道
・
忠
清
道
・
江
原
道
」
七
四
六
壬
七
四
七
頁
）
。

（
4
3
）
　
「
江
景
組
合
へ
引
継
ぎ
た
る
登
録
事
務
」
『
月
報
』
第
一
号
、
六

　
頁
。
（
4
4
）
　
例
え
ぱ
、
全
羅
北
道
農
務
課
『
内
鮮
人
地
主
所
有
地
調
』
一
九

　
三
〇
隼
三
月
を
み
よ
。

（
4
5
）
　
「
輸
入
穀
物
税
案
否
決
陳
情
書
」
『
月
報
』
第
一
号
、
二
頁
。

（
4
6
）
　
「
輸
入
穀
物
税
廃
止
運
動
事
件
」
『
月
報
』
婁
二
号
、
九
頁
。

（
4
7
）
　
『
月
報
』
第
一
号
、
九
－
一
〇
頁
。

（
4
8
）
　
「
農
淡
会
」
『
月
報
』
第
一
号
、
四
頁
。

（
4
9
）
　
熊
本
利
平
「
韓
人
の
農
法
と
肥
料
の
鉄
乏
に
就
て
」
『
月
報
』

　
第
三
号
、
一
頁
。

（
5
0
）
佐
藤
政
次
郎
「
本
年
度
の
米
作
成
績
」
『
月
報
』
第
三
号
、
一

　
二
｛
二
二
頁
。

（
5
1
）
　
「
楠
田
農
場
に
於
け
る
不
穏
事
件
の
落
着
」
『
月
報
』
第
三
号
、

　
二
一
頁
。

（
5
2
）
例
え
ぱ
、
大
和
和
明
「
一
九
二
〇
年
代
前
半
期
の
朝
鮮
農
民
運

動
」
『
歴
史
学
研
究
』
第
五
〇
二
号
、
一
九
八
二
年
三
月
、
同
「
朝

鮮
農
民
運
動
の
転
換
点
」
『
歴
史
評
論
」
第
四
二
二
号
、
一
九
八
四

　
年
九
月
を
参
考
。

（
5
3
）
　
「
小
作
韓
人
暴
行
事
件
に
関
す
る
請
願
書
」
『
月
報
』
第
五
号
、

　
一
〇
壬
一
一
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
八
年
一
月
一
六
日
受
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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